
令和 6（2024）年度 

川崎市立小学校養護研究会 研究報告 

 

研究主題 

「自ら健康に関心をもてる子どもの育成」 

～姿勢に関する指導を通して、自分のからだと心に意識を向ける～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日時：令和７(202５)年 1月 22日（水）１４：００～ 

・会場：高津市民館  大会議室 

・発表地区：麻生区養護研究会 

式次第 

１、開会の言葉 

２、研究会長あいさつ 

３、来賓あいさつ 

４、来賓および指導助言者紹介 

５，研究報告・研究協議 

６、指導講評 

７、閉会の言葉 



Ⅰ．研究の概要 

１． 主題設定の理由とねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生区養護研究会（以下、麻生区）では、子どもたちの健康課題を話し合い、様々な実態が挙げられた。そ

の中でも「姿勢の保持が難しい」「眼と机・メディア機器との距離が近い」「体力低下と姿勢保持の関係」「姿勢

が及ぼす歯や口腔環境との関係」など、子どもの姿勢が気になるという声が多かった。 

新訂版 学校保健実務必携≪第５次改訂版≫においては、『側わん症には，機能性側わん症と構築性側わん症

がある（a） 機能性側わん症 機能性側わん症は一時的なもので，原因としては不良姿勢，坐骨神経痛，下肢

の骨折等による左右の脚長差が挙げられる。子供では不良姿勢が最も多く，姿勢性側わん症とも呼ばれる。こ

の側わんは仰向けに寝ると消失し，また一過性のもので，姿勢を正しくすることで自然に矯正される場合が多

い。』と記載され、不良姿勢が機能性側わん症の原因の一つになっていることが述べられている。 

また、近年の子どもたちの姿勢に対する意識の低下や、GIGA端末を使用する機会が多くなったことなどから

も、正しい姿勢を身に付けることの必要性を感じ、姿勢を改善することで心身の様々な健康課題の解決にもつ

ながると考え、姿勢に関する指導に焦点をあて研究を進めることとした。姿勢と心の関連性についても意識

し、先行研究などから情報収集を行い、実態把握の方法などを確認した。 

主題にせまるために「学級活動からのアプローチ」「GIGA端末を使う際のアプローチ」「日常の取組からのア

プローチ」の３つのグループに分かれて、姿勢に関する指導についての研究に取り組んだ。目指す子どもの姿

を各グループで設定し、どのような指導をすることで子どもが姿勢（からだと心）に意識を向けることができ

るのか、効果的な指導の方法を探ることをねらいとして、姿勢に関する指導についての研究に取り組むことと

した。３つのグループで共通した指導内容として、よい姿勢を子どもたちに理解させるための合言葉を「腰・

背すじをピン」「足はペタ」「肩の力をぬいてストン」の「ピン・ペタ・ストン」とし、姿勢と心の関連性も意

識した上で指導方法を検討し実践した。 

 

 

 

 

麻生区研究主題 

「自ら健康に関心をもてる子どもの育成」 

～姿勢に関する指導を通して、自分のからだと心に意識を向ける～ 

小学校養護研究会 研究主題 

「児童の豊かな心とからだを育む健康教育をめざして」 



２．研究の経過 

 

 

（１） 令和３年度 

「自ら健康に関心をもてる子どもの育成」をテーマに、麻生区内各校の養護教諭が捉える子どもの健康課題

について話し合い、育てたい子ども像について考えた。コロナ禍による体力低下、メディア機器の使用時間の

増加によると思われる視力低下、姿勢の崩れなどの健康課題が挙げられ、中でも姿勢が心身に与える影響は多

岐にわたることから、姿勢に関する指導に焦点をあて研究を進めた。具体的な取組内容は、「姿勢と疾病の関わ

りについての指導」「動きを取り入れた指導」「GIGA 端末を使う際の指導」の３つの視点から考えた。また、姿

勢と心の関連性についても意識しながら研究を進めた。先行研究などから情報収集も行い、実態把握の方法な

どを確認した。さらに、麻生区では保健教育で姿勢について特に力を入れて取り組んでいる学校は少ないこと

から、まずは姿勢に関する先行研究や資料などから情報収集し、姿勢に関する教育の歴史やどのような指導が

行われてきたのかを共有するところから取り組むこととした。 

 

 

（２） 令和４年度 

指導場面ごとに「学級活動をきっかけとした継続的なアプローチ」「GIGA 端末を使う際のアプローチ」「日常

の取組からのアプローチ」の３つのグループに分けた。どのような指導をすることで子どもが姿勢（からだと

心）に意識を向けることができるか、姿勢に関する指導を通して自ら健康に関心をもてるような指導方法につ

いて検討した。まずグループの目指す子どもの姿、子どもの実態、指導方法の検討、実践、成果と課題、子ど

もの変容の見方などを考えた。各グループの内容を整理し、３つのグループから全体への共有を繰り返しなが

ら研究を進めた。また、姿勢には座位、立位、臥位などがあるが、麻生区では学校生活で指導することを考

え、主に座位に着目して指導を行った。 

 

 

（３） 令和５年度 

研究経過、地区として全体での今後の研究の進め方、各グループからの確認事項を取りまとめて指導主事に

指導・助言をいただいた。その内容のなかに各グループ間のつながりや、麻生区としての研究をまとめていく

ための進め方について助言があった。指導・助言を受けて、地区として研究を深めるためのグループごとの時

間と、研究全体の内容を確認する時間を取り、全体研究として取り組んだ。また、構想図を修正しながら研究

の着地点を確認した。そしてグループ間の研究をつなぎ全体研究として深めるため、クラスルームに各グルー

プの実践内容や資料を載せて共有し、どのグループの実践も行えるようにした。グループを超えた実践からみ

えてくる課題を共有・整理して地区として目指す子どもの姿に向かって実践を継続し、さらに研究を深めてい

った。 

 

 

 

 

 



 

 

  

３． 研究の方法 

麻生区 子どもの健康課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自ら健康に関心をもてる子どもの育成」 
～姿勢に関する指導を通して、自分のからだと心に意識を向ける～ 
 

 

 

体幹が弱い、 

眼と机やメディア機器の距離が近い、 

姿勢からくる体調不良、 

頭痛、視力低下、 

歯との関係、 

姿勢の保持が難しい、 

心とのつながり 

精神面 

・自己肯定感が低い 

・我慢するのが苦手 

コロナ対策の 

徹底の難しさ 

その他 

・メディア機器に触れ

る時間が長い 

・体温調節が出来てい

ない 

・つめきりができない 

など 

些細な理由での保健室利用 

生活習慣の乱れ 

姿勢が気になる 

各校の実態に即した 取組・指導場面 

 

日常の取組からのアプローチ 
 

学級活動からのアプローチ GIGA 端末を使う際のアプローチ 

学校生活の中でよい姿勢を意識できる子 

姿勢による心身への影響を 

理解し、よい姿勢を保てる子 

GIGA端末を使う時、自ら姿勢や 

健康を意識して行動できる子 

授業実践、よいしせいチャレンジカード 

など 

ミニ動画、掲示物 など 

児童保健委員会、保健の指導、ほけんだより、掲示物 など 

〇子どもが姿勢（からだと心）に意識を向けるためにどのような指導が効果的か 

 



Ⅱ.研究の内容 

１ 学級活動からのアプローチ  

学級担任と協力し、子どもが自らの目標をもち、継続的によい姿勢を保とうとすることができるよう、姿

勢がからだと心に及ぼす影響について触れながら指導した。 

２ GIGA 端末を使う際のアプローチ 

学習に欠かせなくなった GIGA端末を使用するときの、子どもたちの姿勢に着目し、正しい姿勢ポスター、

スライド、ストレッチ動画などを作成し活用した。 

３ 日常の取組からのアプローチ 

養護教諭の専門性を活かし、教材を保健室内外に掲示したり、児童保健委員会活動で姿勢について企画・

発信したり、身体測定前に姿勢指導を行うなどの日常の様々な場面で継続的に指導した。 

 

Ⅲ.研究のまとめと今後の課題 

 麻生区では各校の実態に即した「学級活動からのアプローチ」「GIGA 端末を使う際のアプローチ」「日常の取

組からのアプローチ」の３つの視点で育てたい子どもの姿に迫る実践を行った。今回の研究では「骨盤を立て、

背中を伸ばす」「足を床につける」「肩の力を抜く」の３点をよい姿勢と捉え、子どもたちに考えさせるポイント

とした。子どもたちにイメージしやすい言葉で伝えるための合言葉を「ピン・ペタ・ストン」として実践を試み

た。共通の合言葉を使用したことで、指導のポイントが明確化し、実践内容や教材の共有がしやすくなった。 

 各校で子どもたちの興味・関心を高める工夫をした実践や、他のグループの内容を取り入れた実践などに取り

組んだ。その結果、子どもたちは掲示物に関心を示したり、姿勢を正すように声を掛け合ったり、指導後に「自

分の姿勢を知ることができてよかった」「これからも続けたい」などの感想があったりと意識が高まったと感じ

られた。さらに子どもたちが GIGA 端末使用時の姿勢を振り返る機会を作ることができた。 

 実践を続ける中で養護教諭自身も改めて姿勢の大切さに気付いたり、姿勢を正すと気持ちも前向きになること

を感じたりして、子どもたちの日ごろの学習環境や教室での様子について見直すきっかけとなった。学級担任に

もよい姿勢が大切であることへの意識が高まった様子がうかがえた。 

 課題としては「継続・定着の難しさ」「姿勢と心とのつながりを指導することの難しさ」が挙げられる。指導直

後は子どもたちの姿勢への意識は高い状態だが、時間の経過とともに薄れていくといった現状がある。６年間を

見通した中で、複数回時間を確保し指導を継続していくことが必要である。そのためには養護教諭だけではなく、

他の教員と連携して指導計画を作成し指導場面を設定することや、子どもたちの興味・関心を高めるための教材

研究や、保護者の協力を得るための工夫をすることが大切である。姿勢と心とのつながりについては、目に見え

ないものに対してなかなか実感が伴わず、実践の中で子どもたちにイメージさせることの難しさを改めて感じた。 

 子どもたちの変容については、実践後の子どもたちの感想や様子からの見取りが十分であったか課題が残るが、

まずはできる範囲で見取り、それを踏まえてよりよい方法を探りながら継続していくことができたらと考える。

知識はあっても行動変容につながらない子どももいるが、小学校時代を長い人生の中の種まきの時期として捉え、

子どもたちが姿勢に興味・関心をもつことで、それが行動変容につながり、やがて習慣化されて生涯の健康につ

ながることを期待したい。 

 今回の研究では「姿勢に関する指導を通して、自分のからだと心に意識を向ける」を副主題とした。「よい姿勢

を教える」のではなく、「よい姿勢を通してからだと心の健康を意識することの大切さを考えさせる」ことが重要

であり、それが子どもたちの様々な健康課題の解決につながることを期待したい。 

 これからも養護教諭の専門性をいかし、目の前にいる子どもたちの健康課題の解決に少しでもつながる取組を

継続していきたい。 



 

 

 

 

【協議内容】 

〈指導したことがある内容〉 

・発育測定の前に正しい姿勢の指導は実施していた。スポンジの模型を使って歪んだ姿勢を見せながら、指導を

することは、視覚的にわかりやすいと思った。 

・発育測定の前に、スライドを利用して指導を実施。 

・朝会では、姿勢が悪いと影響がでることを、背骨 Tシャツを用いて指導を実施した。 

・朝会では、肺を風船に例えて、姿勢が悪いとつぶれるんだよと目に見える形で指導している学校もあった。 

・ほけんだよりで生活目標とリンクさせた指導が大切であると感じた。 

・掲示物やほけんだよりで指導している学校が多くあった。 

・学校保健委員会の際、カイロプラクティックの先生を呼んで、PTAや２，３年生を対象に講演会を実施した。 

・メディアに関する健康教育に取り組んでいる。 

・保健委員会でクイズラリーをやる予定の学校もある。 

・模型を使っての指導や学年の先生から相談があった際も短い時間で指導・授業をしている学校もあった。本の

読み聞かせで指導をしている学校もあった。 

 

〈指導後の意識を継続させるために〉 

・指導後の意識を継続することが大切であると思う。スライドや動画などを使用し、定期的に働きかけをするこ

とができると思う。 

 

（やってみたい取り組み） 

・児童保健委員会で子どもから子どもへ伝わる指導をやってみたい。 

・発育測定前の姿勢指導とキャットレッチ（背中の丸まりや膝の曲がり）を意識した、正しい姿勢で発育測定を

実施したい。 

・児童の朝会が良かった。(児童から児童へ伝えることで意識が高まる) 

・ストレッチもやってみたい。実践活動のある取組を取り入れたい。 

・児童保健委員会でやってみたい。子どもから子どもに伝える活動がより啓発になるのではないか。 

・保健の指導の時間が取りにくい中でも、繰り返し行うことが効果的であると思った。 

・体験型の掲示物、GIGAでポスター作成、ストレッチなど参考にして、自校でもやっていきたい。 

〈意見〉 

・今回の報告会では、側弯のレントゲン写真、自作のスライドや模型で指導をはじめ、姿勢はこころにも影響す

るという視点が素晴らしいと思った。 

・姿勢の大切さを身につけるためには、自分ごととして気づくことが必要である。 

・ほけんだよりに 1 回掲載して終わるのではなく、連載のように継続して指導していくのも良いと思った。 子

どもたちから姿勢が健康課題であると出るようにしたい。 

・児童保健委員会では、何をやるかいろいろと意見があがるが、学校の健康課題の中から姿勢をあげてもらうこ

とは難しいと思った。 

 研究協議  研究協議の柱 

柱１：姿勢に限らず、指導後の意識を継続させるためにどのような工夫をしたらよいか 

柱２：姿勢について指導をしたことがあるか（心もふくめて） 



・姿勢の指導を継続させるには、繰り返し指導を行ったり、ポスターや掲示でいつも目にすることで、継続した

指導が実現できるのではないかと思う。また、健康の記録や音読カードに記載することで、姿勢についての意

識づけをすることができる。また、1 年に一回など、定期的な授業に入ることで、児童の授業中の姿勢を把握

し、指導につなげることができると思う。 

・継続した指導を実現させるには、児童が自ら取り組むことが必要であり、そのために、姿勢が良い場合のメリ

ットを伝えたり、姿勢の良い子を褒めるなども有効であると思った。また、体育の授業の中でストレッチを体

験することや、養護教諭も含めて学校全体で、姿勢指導の理解を得ることが必要であると感じた。そのために

は、教職員の意識や理解が大切である。 

・繰り返し指導することで、日常的に意識させる。家庭と学校が連携して保健指導を実施したり、年間計画で取

り組むことで継続した保健指導の実現ができると思った。(ワークシートの活用、給食時、朝の活動、褒めるな

ど) 

・習慣化させることが大切であり、毎日無理なく実施するには、授業の始まりの挨拶を「ぴんぺたすとん」にす

ると良いと感じた。その際には、教職員の協力が必要である。 

 

〈質疑応答〉 

質問 回答 

どのように、子どもたちから姿勢の健康課

題を引き出したのか教えてほしい。子ども

が自分ごととして考えるようにさせた工

夫。 

普段の授業の様子を写し、自分の姿勢を見てもらい問題意識を持

たせた。 

姿勢の授業前に、アンケートを取り、実際に自分たちはどうなの

か実態を把握させてから授業をした。 

保健委員会の子どもたちが自発的にやって

いるように感じて素晴らしいと思った。教

員からの働きかけをどのようにしたのか知

りたい。 

児童だけで考えることが難しく、掲示などいろいろな担当がある

なかで、子どもたちにこのような資料を作ってくれると助かると

いうことを伝えた。 

掲示は、たまたま通って見た人が姿勢のことについて意識してく

れるようになるんじゃないか?という声掛けをしたら、子どもた

ちからいいねという声があがった。 

掲示の中でも体験型の掲示は評判が良かった。そこから子どもた

ちが正しい姿勢についての質問をもらい姿勢の学びが深まった

と感じる。4月の委員会で課題をたくさん出させるとその中で姿

勢がある年もある。 

オータムフェスタでは、「2 つできるよ」「手洗いと」「みんなの

姿勢どうかな?」と投げかけた。児童も同感したので実践した。 

宿泊前指導に、なぜしたのか。 もともと５，６年生で授業を考えていたこと、初めて宿泊する子

もいたので、姿勢には心の部分が大きく関係することも含めて宿

泊前に実施した。 

姿勢についてのキーワード調べると「ぐー

ぺたぴん」、麻生区は「グーペたストン」 

「ストン」はどこからきたのか知りたい。 

過去の大学や自治体の文献、先行研究を参考にしながら、小学生

の子どもたちにわかりやすいものを研究した結果、ぴんぺたすと

んになった。 

背筋をのばすだけではなくて、足をつけること、肩の力を抜くこ

とが正しい姿勢で大切になることを、文献から見つけた。 

 

 



指導講評 渡部真代指導主事 
 

「自ら健康に関心をもてる子どもの育成 ～姿勢に関する指導を通して、自分のからだと心に意識を向ける～」

というテーマのもと「からだ」と「心」のどちらにも視点を向けた養護教諭ならではの研究だったのではないか

と思います。学習指導要領が目指す、知識や技能だけでなく、「思考力、判断力、表現力等」の「資質・能力」の

育成に向け、単に「よい姿勢をすること」だけではなく、「なぜ姿勢が大切なのか」「どうすればよい姿勢になる

のか」を子どもたち自身が「考える」プロセスを重視していました。これにより、子どもたちは「自分はどうな

りたいか」という目標を見つけ、健康課題を自分事として捉えることができたのではないでしょうか。こちらの

報告を聞いた養護教諭が、実践する意欲につながる具体的な内容が多い、素晴らしい提案でした。 

3つのグループからの報告から、気付いたことをお伝えします。 

 

【学級活動でのアプローチグループ】 

授業に向けて、児童の実態を把握するための事前アンケートを実施していました。また、T1 である担任と T2

の養護教諭が事前の打ち合わせを十分に行い、しっかりと準備されていました。「つかむ」の導入の部分のアンケ

ート結果の提示は、児童が課題を自分事として捉えるきっかけとして有効な手立てとなっていました。「さぐる」

の場面では、正しい姿勢について視覚的に確認するための「背骨 Tシャツ」や、「よい姿勢のメリット」について

考える「動画（クイズ）」などの教材が、課題解決に向かう意欲を向上するために効果的でした。「みつける」の

場面では、「よい姿勢のポイント」を知り、「よい姿勢を続けるためにはどうしたらよいか」について、思考を深

める時間となっていました。グループでの話し合い活動では、自分の意見を発表したり、他者の意見を参考にし

たり、協働的な学びの時間が確保されていました。一人ひとりが、目標に近づくめあてを立て、意思決定をした

児童の姿が、授業の振り返りから見ることができました。 

 

【GIGA端末グループ】 

 ICT の活用については、現代の学校教育において不可欠なツールとなっている一方で、健康診断の結果におい

て、視力の低下について、児童の健康課題と捉えている養護教諭も多いようです。文部科学省の資料を参照し、

指導の根拠となる「姿勢の悪化の習慣化を防ぐためにも、早い段階での姿勢指導や、児童が自発的に姿勢を治す

ことが大切である。」ことについて、明確にしており、実践の説得力を高める上で非常に有効でした。さらに、

「気持ちが姿勢に現れる」というアンケート項目を設定したことで、「こころ」と「体」がつながっていること意

識している子どもの気持ちを数字で表すことができていました。養護教諭が子どもたちの「こころ」と「体」を

一体的に捉えていることの重要性を改めて示していました。 

 

【日常の取組からのアプローチグループ】 

 養護教諭が子どもたちと関わる様々な場面でのアプローチが効果的でした。保健室や廊下といった、子どもた

ちの活動全体を教育の場として捉えた実践となりました。特に、子どもたちが「触れる」「体験する」ことを重視

した掲示物や、写真撮影を通じて自身の姿を「客観視」させる活動は、子どもたちの自己認識を深める上で大変

効果的でした。この「気づき」が、子どもたちの行動変容、そして「姿勢を良くすると気持ちが明るくなった」

という「こころ」の変化に繋がったのだと思います。更には、「よい姿勢を継続したい」という意識の向上が見ら

れ、目指す子どもの姿に近づいた結果となりました。 

 3 つのグループでの取り組みから見えてきたこととして、様々な場面での児童との関わりの中での養護教諭の

働きかけが有効であったということです。保健室から、あるいは校内巡視している廊下や教室から見た児童の姿

について、養護教諭の視点で課題を捉え、「目指す子どもの姿」が明確にしていました。ねらいを焦点化し、ゴー

ルを明確にすることで必要な手立てを見つけることができます。日々の関わりや授業の中で、子どもが健康課題

に気付けるような発問の工夫や手立てについて、検討することや、子どもが、何ができるようになるかという観

点にいつも立ち返り、日々の関わりにつなげてほしいと思います。 

 報告により、この研究は一旦ゴールを迎えましたが、子どもの健康課題は継続しており、目指す子どもの姿に

近づくための働きかけは続けていかれることと思います。今後とも、児童の健康課題を的確に捉え日々の研究を

教護教諭の視点から継続していただくことを願っております。 


